




　神戸の水道は、明治33年（1900年）に全国で

7番目の近代水道として給水を開始して以来、

100年以上にわたる歴史を市民のみなさまとと

もに歩んできました。

　市域の拡大と人口の増加を続ける神戸の街の

発展にあわせて水道施設を拡充し、現在では

153万人の市民生活と都市機能を支える基盤施

設となっています。

　節水型社会の進展に伴い、平成4年度以降は

水需要の減少傾向が続いている状況ですが、継

続的な経営改善に努めながら、安全で良質な水

を安定的にお届けすることを目的に事業を進め

てきました。

　このようななか、本市の人口は平成23年度を

ピークに減少傾向に転じました。今後は水需要や

給水収益の減少がさらに進み、水道事業をとりま

く環境は一層厳しさを増していきます。

　一方で、昭和40年代から50年代にかけて都

市の発展にあわせて整備した大量の水道施設が

今後まとまって更新時期を迎えるほか、近い将来

に発生が予想される南海トラフ地震に備えた対

策なども求められています。

　厚生労働省は、日本の総人口が減少に転じた

ことや東日本大震災の経験を踏まえた危機管理

対策の抜本的な見直しが必要になったことなど

から、水道をとりまく環境の大きな変化に対応す

るため、これまでの「水道ビジョン（平成16年策

定、平成20年改訂）」を全面的に見直し、50年

後、100年後の将来を見据え、水道の理想像を明

示するとともに、取り組みの目指すべき方向性や

その実現方策、関係者の役割分担を提示した「新

水道ビジョン」を平成25年3月に策定しました。

　また、平成26年度には総務省から、人口減少

や施設の老朽化など経営環境が厳しさを増すな

かで、中長期の経営の基本計画である「経営戦略」

を策定し、経営基盤の強化と財政マネジメントの

向上に取り組むことが求められました。

　これらの背景から、本市においても、とりまく環

境の変化を踏まえ、平成29年度を目標年次とす

る「神戸水道ビジョン2017」を前倒しして、平成

28年度を起点とする「神戸水道ビジョン2025」

を新たに策定しました。本ビジョンでは、「神戸市

水道ビジョン2017」の事業の方向性を継承しつ

つ、事業環境の変化を踏まえて、50年後、100年

後の将来を見据えた今後10年間の水道事業の

方向性を示しています。

　新たなビジョンでは「市民・地域とともに未来に

つなぐ神戸の水道」の基本理念のもと、これまで

以上に市民や地域との連携を深め、市民が誇り

に思う神戸の水道を未来に引き継ぎ、ライフライ

ンとしての水道の使命を果たしていきます。
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水道システム
の最適化

災害への
備え

広報とコミュニケーションの充実・強化

経営の
持続

























施設の実質的な管理区分
〈利用者・所有者〉

〈水道局〉
〈利用者・所有者〉施 設 の 所 有 区 分

メーター

配水管

バルブ



















六甲アイランド

六甲山地区
既設送水ずい道
住吉浄水場

本山浄水場

布引貯水池

北区

西区

明石市

市街地・北神連絡施設

大阪湾

ポートアイランド

大容量送水管

神戸空港

北神地区
送水施設の
再整備

市街地送水施設の連絡

千
苅
導
水
路
琵琶湖･淀川より
（阪神水道企業団）奥平野浄水場

上ヶ原浄水場

千苅浄水場

千苅貯水池

北神地区約4万人の
給水安定性を向上

西部地域約45万人の
給水安定性を向上





































神戸市のご家庭の月平均使用水量15㎥の料金1,733円に基づいて計算

500mＬ
0.06円

ペットボトル
200Ｌ
24円

お風呂一杯分












